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主な内容 

 会員表彰 

・ 新年度役員、地区世話人、安全推進委員紹介 

・ 平成 23 年度総会、公益法人への組織変更 

・ アンケート調査結果 

・ 事務局より・会員募集、原稿募集、配分金おしはらいのお知らせ 

・ 編集後記 

  

写真提供・野村久雄氏 

全員での草刈作業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   
会
員
一
丸
と
な
っ
て 

 
 

仕
事
の
開
拓
、
安
全
就
業 

 

会
員
の
増
強
、
三
つ
の
目
標
に
取
り
組
む 

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
二
十
三
年
度
通
常 

総
会
が
、
五
月
三
十
一
日
（
火
）
に
高 

見
副
町
長
、
町
議
会
か
ら
新
田
副
議
長 

を
来
賓
に
お
迎
え
し
佐
用
町
い
き
が
い
づ 

く
り
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
盛
大
に
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。 

保
田
理
事
長
よ
り
公
益
法
人
へ
の
移
行
、 

仕
事
の
開
拓
、
会
員
の
増
強
に
力
を
入 

れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
安
全
に
就
業
す 

る
た
め
に
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
）
の
着
用
に 

つ
い
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
さ 

れ
た
会
員
十
名
が
表
彰
さ
れ
、
副
町
長 

、
町
議
会
副
議
長
よ
り
祝
辞
を
受
け
ま
し 

た
。 

次
い
で
議
事
進
行
議
長
に
西
崎
光
男
氏
を 

選
出
し
、
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
次
の
提 

出
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
原
案
通
り
承
認 

さ
れ
ま
し
た
。 

（
承
認
さ
れ
た
議
案
） 

第
一
号
議
案 

平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告 

 

第
二
号
議
案 

平
成
二
十
二
年
度
収
支
決
算 

報
告 

第
三
号
議
案 

理
事
、
監
事
の
選
任 

  

  

第
四
号
議
案 

公
益
法
人
へ
の
移
行
決
議 

 

第
五
号
議
案 

定
款
変
更 

 

第
六
号
議
案 

役
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償 

に
関
す
る
規
則 

 

第
七
号
議
案 

会
員
規
則 

第
八
号
議
案 

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任 

公
益
法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
の
法
人
は 

民
法
三
十
四
条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た 

団
体
は
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま 

で
に
新
制
度
に
よ
る
法
人
に
移
行
し
な 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん 

一
、 

公
益
法
人
へ
の
変
更
理
由 

「
民
法
に
よ
る
公
益
の
増
進
」
を
目
指
す
。 

営
利
法
人
と
類
似
の
法
人
や
共
益
的
な 

法
人
が
主
務
大
臣
の
許
可
に
よ
っ
て 

多
数
設
立
さ
れ
、
公
益
性
の
判
断
基
準 

が
不
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

二
、
新
公
益
法
人
制
度
移
行
の
選
択
肢
の
概
要 

 
 

公
益
法
人
（
社
団
法
人
） 

新
制
度
の
施
行
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
） 

 

特
例
法
法
人 

（
特
例
と
し
て
定
款
、
指
導
、
法
律
、
税
制
は 

其
の
ま
ま
従
前
の
通
り
。 

公
益
認
定
を
受
け
る 

 
 

公
益
社
団
法
人 


 

メ
リ
ッ
ト
・
・
税
制
面
の
優
遇
（
法
人
税 

寄
付
税
制
）
及
び
「
公
益
」
名
称
の
社
会

的
信
用 


 

デ
メ
リ
ッ
ト
・
・
認
定
に
即
っ
た
運
営
事

務
処
理 

 平成２３年８月         い き が い            第 ３ 号  

平
成
二
十
三
年
度
通
常
総
会
開
催 

認
定
を
受
け
な
い
（
受
け
ら
れ
な
い
） 

 
 

解
散 


 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
の
移
行 

期
間
終
了
ま
で
に
移
行
申
請
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
は
に
は
解
散
と
な
り
ま
す
。 

佐
用
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
公
益
社

団
法
人
へ
の
移
行
を
目
指
し
移
行
申
請
に
向

け
て
の
準
備
中
で
す
。 

 

 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

正
会
員
の
永
年
表
彰
に
関
す
る

基
準
に
基
き
、
十
年
以
上
の
永
き

に
わ
た
っ
て
セ
ン
タ
ー
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
次
の
十
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

井
上
恭
一
（
佐
用
地
区
） 

 

永
本
大
作
（
佐
用
地
区
） 

 

垣
谷 

馨
（
上
月
地
区
） 

 

竹
井
史
生
（
上
月
地
区
） 

 

福
岡
英
樹
（
上
月
地
区
） 

 

福
田 

進
（
上
月
地
区
） 

 

山
本
徹
郎
（
南
光
地
区
） 

 

船
引 

濃
（
三
日
月
地
区
） 

嶋
村
義
正
（
三
日
月
地
区
） 

 
 

  

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
役
員
の

交
代
が
有
り
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り 

次
の
方
々
が
新
役
員
と
し
て
就
任

さ
れ
ま
し
た
。 

理
事
長 

 

保
田
彰
則
（
三
日
月
地
区
） 

副
理
事
長 

春
名 

刢
（
南
光
地
区
） 

副
理
事
長 

有
本
長
治
郎
（
佐
用
地
区
） 

常
務
理
事 

岡
本
一
良
（
事
務
局
長
） 

理
事 

 
 

高
見
俊
男
（
副
町
長
） 

理
事 

 
 

植
田
昭
一
（
佐
用
地
区
） 

理
事 

 
 
尾
﨑
保
夫
（
佐
用
地
区
） 

理
事 
 
 

寺
本
義
弘
（
上
月
地
区
） 

理
事 

 
 

坂
口
和
雄
（
上
月
地
区
） 

理
事 

 
 

紙
上
敏
明
（
南
光
地
区
） 

理
事 

 
 

小
原
春
雄
（
三
日
月
地
区
） 

監
事 

 
 

橋
本
忠
夫
（
佐
用
地
区
） 

監
事 

 
 

三
宅
賢
三
（
上
月
地
区
） 

退
任 

副
理
事
長 

野
村
恵
康 

理
事 

 
 

高
見
静
雄 

理
事 

 
 

横
山 

繁 

理
事 

 
 

保
木
貞
美 

理
事 

 
 

坂
口 

榮 

監
事 

 
 

寺
本
義
弘 

 

地
区
世
話
役
紹
介 

平
成
二
十
三
年
度
地
区
世
話
役
を
次
の

方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

佐
用
地
区 

尾
﨑
保
夫
氏 

☎
８
４
・
０
７
５
５ 

 

上
月
地
区 

寺
本
義
弘
氏 

☎
８
６
・
０
７
８
１ 

 

南
光
地
区 

紙
上
敏
明
氏 

 

☎
７
８
・
１
５
１
２ 

 

三
日
月
地
区 

小
原
春
雄
氏 

☎
７
９
・
２
３
６
３ 

 

世
話
役
さ
ん
よ
り
一
言 

世
話
役
を
受
け
責
任
を
感
じ
ま
す 

発
注
者
に
満
足
し
て
頂
け
る
仕
事
の

提
供
を
行
い
次
回
を
依
頼
さ
れ
る
セ

ン
タ
ー
に
又
会
員
の
増
強
仕
事
の
開

拓
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
御
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

安
全
推
進
委
員
紹
介 

今
年
度
よ
り
二
年
間
シ
ル
バ
ー
会
員

の
就
業
等
安
全
管
理
に
つ
い
て
見
守

る
安
全
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

委
員
長 

 

小
原
一
志
（
佐
用
地
区
） 

副
委
員
長 

寺
本
義
弘
（
世
話
人
代
表
） 

委 

員 

大
西
喜
久
一
（
上
月
地
区
） 

 

〃 
 
 

谷
邑
寛
律
（
南
光
地
区
） 

 

〃 
 
 

秋
武
毅
（
三
日
月
地
区
） 

  

 

   

永
年
会
員
表
彰
者 

平
成
二
十
三
年
度
新
役
員 

平成 23年 8月 い き が い 第 3号（3） 



 

就
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

 
 

発
注
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
喜
ば
れ
る
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
回
答
五
十
二
件
） 

一
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
に
つ
い
て 


  

知
っ
て
い
た
・
・
四
十
八
人 


  

知
ら
な
か
っ
た
・
・
一
人 


  

知
人
、
チ
ラ
シ
で
知
っ
た
・
・
三
人 

二
、
仕
事
の
仕
上
が
り
に
つ
い
て 


 

良
い
・
・
・
三
十
八
人 


 

悪
い
・
・
・
一
人 


 

普
通
・
・
・
十
三
人 

三
、
請
求
額
に
つ
い
て 


 

高
い
・
・
・
三
人 


 

安
い
・
・
・
八
人 


 

普
通
・
・
・
十
三
人 


 

無
回
答
・
・
二
十
八
人 

四
、
仕
事
に
対
す
る
会
員
の
態
度
に
つ
い
て 


 

良
い
・
・
・
四
十
人 


 

悪
い
・
・
・
０
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


 

普
通
・
・
・
九
人 

 
 


 

無
回
答
・
・
三
人 

五
、
次
回
の
利
用
に
つ
い
て 


 

す
る
・
・
・
五
十
人 


 

し
な
い
・
・
０
人 


 

分
か
ら
な
い
・
・
二
人 

  

会
員
親
睦
旅
行
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
、
観
光
と
観
劇
の
両
方
で
検
討
中
で

す
。
時
期
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
秋
に
な
る
予
定
で
す
。 

会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す 

 

会
員
の
皆
様
の
お
友
達
や
ご
近
所
、
お
知

り
合
い
の
方
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
の
入
会
を
お
勧
め
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

★
入
会
資
格
は 

佐
用
町
に
居
住
し
て
い
る
方 

六
十
歳
以
上
の
方 

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方 

会
員
の
原
稿
募
集 

 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
年
に
二

回
の
予
定
で
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
「
い
き
が

い
」
を
発
行
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
内
容

の
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

① 

会
員
と
し
て
働
く
喜
び
、
生
き
が
い

等
の
自
己
体
験
等 

② 

随
筆
、
短
歌
、
俳
句
等 

③ 

趣
味
の
写
真
等 

☆
原
稿
用
紙
４
０
０
字
詰
一
～
二
枚
程
度 

☆
原
稿
締
切
日 

平
成
二
十
三
年
十
月
末 

☆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
下
さ
い
。 

 
  

こ
れ
か
ら
の
配
分
金
支
払
日 

七
月
分 

 
 

八
月
十
五
日
（
月
） 

八
月
分 

 
 

九
月
十
五
日
（
木
） 

九
月
分 

 
 

十
月
十
四
日
（
金
） 

十
月
分 

 
 

十
一
月
十
五
日
（
火
） 

十
一
月
分 

 

十
二
月
十
五
日
（
木) 

   

編
集
後
記 

 
 

本
年
度
は
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に 

 

と
っ
て
大
き
な
改
革
の
年
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

五
月
の
総
会
の
内
容
と
し
て
、
お
知
ら
せ
し 

 

て
い
ま
す
こ
と
を
踏
ま
え
、
更
に
安
全
に
留 

 

意
し
つ
つ
、
新
役
員
の
皆
さ
ん
の
も
と
に
本
会 

 

の
発
展
に
、
全
員
一
致
団
結
し
て
努
力
す
る
必 

 

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

「
い
き
が
い
」
で
は
、
今
後
と
も
い
ろ
い
ろ
な 

 

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
が
、
会
員
各
位
か 

 

ら
の
本
紙
に
対
す
る
感
想
・
ご
意
見
な
ど
投
稿 

 

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

広
報
委
員 

 

西
崎 

光
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

舟
引 

良
基 

井
上 

 

薫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

祐
保 

俊
彦 

  

平成２３年８月         い き が い               第３号（４）     

 


